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（総括評価） 

A 
これまでの取組を継続することによって、事業目的を達成することが可能と

判断される。 

（コメント）

本プログラムは、東京藝術大学の中長期ビジョンに基づき、カンボジア・ラオス・ミャンマ

ー・ベトナム諸国とタイを代表する８国立芸術大学と連携することで、高等教育機関における

芸術教育プログラムを充実させるとともに教育研究に関わる質保証システムを構築し、グロ

ーバルに活躍できる芸術系人材を育成することを目的としている。 

相手大学の教員と学生から成るユニットを構成し、相手大学との間で教員・学生の派遣・受

入を行う双方向プログラム等の多様な交流を通して、相互の特色ある芸術文化・技芸を学び合

うことで成果を挙げている。共同授業やワークショップ、フィールドリサーチや展覧会の実施

など、芸術活動を広範囲に展開しており、東京藝術大学が主導する芸術系大学から成るアート

コンソーシアム形成と本事業との連動は、アジアの中でリーダーシップを担っていくものと

して期待が持てる。また、教職員の交流は活発に行われており、共同体制でプログラムの企

画、運営及び指導を実施することで、双方の教員の観点から学生の活動や成果物の評価が成さ

れている。学生交流についても、派遣・受入ともに目標を上回る実績を挙げている。 

 一方で、若手研究者ネットワークの構築や、相手大学の若手教員を招聘しての教育機会の提

供など、中長期的な連携をしていく上で、より柔軟な検討と対策を行うことが望ましい。加え

て、芸術・文化教育プログラムに関して、歴史・文化・言語の異なる国々をまたいで質保証シ

ステムを構築することは容易ではないことから、その具体化に向けた努力は十分評価できる

ものの、我が国を代表する芸術系大学の先駆者として、教育としての芸術についてより一層の

試みを積み重ねていくことが期待される。 

最後に、今後も補助期間終了後の継続的な実施を見据えた事業計画の策定と安定的な財源

確保に努め、学内及び関係機関との質保証を伴う国際教育連携の推進と将来の我が国の更な

る発展に向け、積極的に事業を展開していくことが期待される。 




